
（様式４）

令和4年度「静岡県オリパラレガシー教育推進事業」

事業実施報告書

学校名 熱海市立多賀小学校

担当者名 山本 吉則

１ 選択コース A ・ B

２ 実施日 令和4年10月11日（火）

３ 実施対象者

（学年･人数 等） ４年生 ５２名

４ 取組内容 パラリンピック「ボッチャ」東京大会、金メダリスト杉村英孝

様による講演会とボッチャ体験

５ 取組成果

課題

反省等

⓵講演会「金メダルへの軌跡」

４年生は福祉の学習をしているが、ボッチャは障害者スポーツ

を超え、みんなで楽しめるスポーツであることや、勇気を出して

障害をもっている人と接することが大切であること等を知り、福

祉についての学習を深めることができた。

また、夢中になれるものを見つけて、失敗を恐れずにチャレン

ジしていくことや、感謝の気持ちを伝えることの大切さなどのお

話もあり、講演会を通して心の成長にもつながった。

②ボッチャ体験

杉村選手にやり方を教えてもらい試合を行った。子どもたちは

ボールの投げる力の加減の難しさや、作戦を考えながらゲームを

進める面白さ等、ボッチャという競技の楽しさを味わった。「楽

しかったので、またやりたい」と言っている子が多く、スポーツ

への興味関心が広がった。

７ 県教委への

要望や意見

メダリストから実際に話を聞いたり、活動を共にしたりするこ

とは、一生の思い出となるが、「オリパラレガシー教育推進事業」

がなければ実現できなかった。

子どもたちにとって、この事業の教育効果は高いと思うので、

この事業をぜひ継続してほしい。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

＜コース＞

A クラブチーム選手及びスタッフ指導者派遣

B オリンピアン・パラリンピアン等講演会及び交流会


